


夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

案
内
板

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～10時30分
診療時間
午後8時～11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡の上、ご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）

151

休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
※診療受付時間
　午前9時30分～11時30分、
　午後1時～4時
歯科
午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会
　のホームページ
　http://park.geocities.jp/
　　　　　 sinnsirosikaisikai/
　をご確認ください。
診療日
3月2日㈰、9日㈰、16日㈰、
21日㈷、23日㈰、30日㈰
休日診療所は日曜日、国民の祝日、
8月15日、年末年始などに診療を
行います。
診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665TEL

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22-1133 　   http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 -9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城市薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話

TEL

TELTEL

TEL

hp

緊 急 医
診療受付時間
【土曜日】午後５時～８時30分
【専門科】午後７時～10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分
電話で症状を連絡の上、ご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
2月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
　異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口…49,701人
男………24,496人 （   －4）
女………25,205人 （－69）

世帯数………………17,262

出生……26人
死亡……82人
転入…118人
転出…112人

3 緊急医月
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今泉病院（栄町）

さくら眼科（上平井）

茶臼山厚生病院（富沢）

石川整形外科クリニック（平井）

石川整形外科クリニック（平井）

春日眼科（杉山）

星野病院（大野）

皮フ科新栄クリニック（平井）

宮本病院（海老）

今泉病院（栄町）
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☎ 本市の市外局番は 0536 です。
市役所は 23 -1111（代表）です。

「共育の日」 毎月12日は「共育の日」です。
 3月「人間 汗し 働き
                    貢献します」

広報しんしろ
広報しんしろ

元気で
よい子に…

※平成２6年1月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

こ に はん ちこ に はん ち 赤ちゃん
届出分
3月赤ちゃん
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「
お
ひ
な
さ
ま
、
か
ざ
っ
た
よ
！
」

父
＝
松
下 

領
治
・
母
＝
志
央
里
（
作
手
地
区
）

愛
理
ち
ゃ
ん
１
歳 

（
平
成
24 
年
９
月
６
日
生
ま
れ
）

あ
い 

り

info@
city.shinshiro.lg.jp

秘
書
広
報
課
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集
ま
れ
！

※

都
合
に
よ
り
、
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
テ
レ
ビ
で
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ

　

ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し
て
い

　

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番

組

内

容

・
こ
ど
も
防
火
教
室

・
作
手
小
学
校
南
校
舎　

3
週
目

・
あ
な
た
も
正
し
く
捨
て
て
ま
す
か
？

　
　
　
　
　

  

（
可
燃
ご
み
搬
入
検
査
か
ら
）

3
月
5
日

3
月
12 
日
～

・
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
・

　
　
　
　
　

地
域
活
動
交
付
金
成
果
報
告
会

・
作
手
小
学
校
南
校
舎　

４
週
目

・
ほ
の
か
診
察
室
in
い
い
じ
ゃ
ん
新
城

3
月
12 
日

3
月
19 
日
～

2
月
26
日

3
月
5
日
～

・
菓
子
作
り
子
ど
も
体
験
講
座

・
作
手
小
学
校
南
校
舎　

２
週
目

・
新
城
ま
ち
な
か
博
物
館　

皆
集
庵

3
月
26
日

4
月
2
日
～

・
平
成
25
年
度
新
城
市
消
防
団
観
閲
式

・
黄
柳
川
小
学
校　

２
週
目

・
市
産
市
食
の
日
④

　
　
　
　
　
　
　

地
元
の
食
材
を
食
べ
よ
う

3
月
19 
日

3
月
26
日
～

・
悪
質
商
法
撃
退
笑
劇

・
黄
柳
川
小
学
校　

１
週
目

・
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

hisho- 2@
city.shinshiro.lg.jp
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秘
書
広
報
課

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

い
い
じ
ゃ
ん
新
城

月の  
番組表3

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分 

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分 

④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分 

⑥
午
前
0
時
30
分 

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
１
週
間
ご
と
に
更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

広報しんしろ
広報しんしろ
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復
興
へ
の
道
〜
3
・
11
を
忘
れ
な
い
!
〜

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
日
本

は
も
と
よ
り
、
世
界
中
に
大
き
な
衝
撃
と
悲
し
み
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
被
災
地
域
支
援
本
部
を
設
置
し
、
発
生
翌
日
か
ら
宮
城
県
へ
7
人
の
消
防
士

を
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
師
、
保
健
師
、
栄
養
士
、
行
政
職
員
と
延
べ
46
人
の
職

員
を
被
災
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
派
遣
先
は
宮
城
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
と
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
そ
の
中
で
も
宮
城
県
南
三
陸
町
へ
多
く
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
南
三
陸

町
か
ら
豊
根
村
へ
嫁
い
だ
方
が
い
る
こ
と
が
一
つ
の
理
由
と
な
り
、
東
三
河
全
体
で
同
町

へ
の
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
の
派
遣
は
、
約
1
週
間
と
短
期
間
で
し
た
が
、
地
元

か
ら
は
長
期
派
遣
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
3
カ
月
を
目
途
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
、
ま
た
業
務
を
終
え
た
職
員
に
、
現
地
の
状
況

や
被
災
地
で
感
じ
た
想
い
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
は
宮
城
県
の
北
東
部
に
位

置
し
、
太
平
洋
と
標
高
３
０
０
〜
５
０

０
ｍ
の
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町

で
す
。

　

3
年
前
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津

波
で
市
街
地
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
が
れ
き
の
処
理
は
今
年
度
で

終
了
し
、
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
が

夏
か
ら
始
ま
る
な
ど
、
復
興
は
徐
々
に

進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
も
仮

設
住
宅
に
は
約
７
，
７
０
０
人
の
町
民

が
入
居
し
、
津
波
被
害
に
あ
っ
た
場
所

に
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
派
遣
に
よ
り
、
報
道
で
は
知

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
現
実
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
地
の
方
は
依
然
と
し
て
不
便
な
生
活

を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
住
居
や

働
く
と
こ
ろ
な
ど
の
支
援
か
ら
心
の
支

援
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
が
た
つ
に
つ

れ
、
被
災
地
に
対
す
る
支
援
が
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
職
員
の
派
遣
を
通
し
て
築

か
れ
た
南
三
陸
と
の
絆
を
絶
や
す
こ
と

な
く
、
今
一
度
、「
自
分
に
で
き
る
支

援
」
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
を

考
え
、
多
く
の
人
に
共
感
し
て
も
ら

い
、
自
ら
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

業
務
の
な
か
で
、
震
災
後
の
死
亡
届

の
書
類
を
整
理
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
ご
遺
体
が
見

つ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
は
特
別
な
取

り
扱
い
と
し
て
、
届
出
人
の
申
述
書

や
、
亡
く
な
っ
た
方
の
被
災
の
状
況
や

被
災
直
前
の
状
況
を
目
撃
し
た
方
の
申

述
書
な
ど
が
あ
れ
ば
、
死
亡
届
を
出
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

申
述
書
に
は
当
時
の
詳
細
な
状
況
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
家
に
残
っ
て
い

る
家
族
が
心
配
に
な
っ
て
引
き
返
し
て

し
ま
い
津
波
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、

ど
う
し
て
引
き
返
す
の
を
止
め
な
か
っ

た
の
か
。
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ

の
後
悔
の
気
持
ち
が
書
か
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
涙
を

流
さ
れ
な
が
ら
手
続
き
を
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　

３
カ
月
間

と
い
う
短
い

期
間
で
し
た

が
、
本
当
に

貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
震
災
か
ら
３
年
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
復
興
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
南
三
陸
町
の
こ
れ
か
ら
の

た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考

え
、
今
後
も
少
し
で
も
力
に
な
っ
て
い

け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
水
が
来
た
の
か
…
。
南
三

陸
町
赴
任
に
先
立
ち
、
町
内
を
見
て
ま

わ
り
ま
し
た
。
今
は
廃
校
に
な
っ
た
比

較
的
高
台
に
あ
る
中
学
校
。
校
舎
の
時

計
は
、
震
災
の
時
間
を
指
し
た
ま
ま
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
高
い
と
こ
ろ

に
あ
る
の
に
水
に
つ
か
っ
た
と
は
…
到

底
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は

街
中
の
が
れ
き
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら

ず
、
そ
こ
に
人
の
暮
ら
す
家
並
み
が

あ
っ
た
と
は
想
像
つ
き
ま
せ
ん
が
、
高

台
に
累
々
と
並
ぶ
仮
設
住
宅
を
見
る

と
、
早
く
元
の
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
、
と
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
企
画
課
で
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
前
任
者
も
派
遣
職
員
で
、
今
年

度
は
私
で
４
人
目
。
前
任
者
い
わ
く
、

「
い
わ
ば
派
遣
リ
レ
ー
の
ア
ン
カ
ー
に
あ

た
る
の
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。

走
る
の
は
め
っ

ぽ
う
苦
手
な
私

で
す
が
、
３
カ

月
間
少
し
で
も

南
三
陸
町
の
力

に
な
れ
る
よ
う

全
力
疾
走
し
た

い
と
思
い
ま

す
。

　
震
災
後
、
南
三
陸
町
と
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

昨
年
11
月
に
は
佐
藤
町
長
を
お
迎
え

し
、「
復
興
支
援
講
演
会
」
を
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
震

災
が
起
き
た
事
実
を
風
化
さ
せ
ま
い

と
、
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。
講
演
で
町
長

は
、
復
興
へ
の
道
の
り
や
震
災
に
対

す
る
危
機
管
理
の
大
切
さ
を
約

3
5
0
人
の
参
加
者
に
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
東
北
復
興
イ
ベ
ン
ト

「
福
興
市
」
が
行
わ
れ
、
被
災
地
の

物
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
市
職
員
有
志
が
、
被
災
地
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、

一
昨
年
か
ら
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
福
興
市
で
は
、
南
三
陸
町
の

も
の
だ
け
で
な
く
、
同
県
気
仙
沼

市
、
栗
原
市
、
石
巻
市
な
ど
の
海
産

物
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
特
産
品
を
販

売
し
、
毎
回
多
く
の
買
い
物
客
で
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

総
務
部
行
政
課　
西
山　
玲
子

　
現
在
、
南
三
陸
町
へ
派
遣
中
。
3
月
31
日
ま

で
、
企
画
調
整
業
務
を
担
当
。

建
設
部
下
水
道
課　
上
田　
航

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま

で
、
南
三
陸
町
で
仮
設
住
宅
の
維
持
管
理
業

務
を
担
当
。

市
民
福
祉
部
市
民
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　
櫻
井　
將
人

　

平
成
25
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
、
南
三
陸
町
で
戸
籍
事
務
を
担
当
。

復興への道 ～3・11を忘れない!～

南三陸町
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本
市
は
、
面
積
の
84
％
を
森
林
が

占
め
、
こ
こ
で
育
ま
れ
た
木
々
は
、

住
宅
用
建
材
な
ど
に
広
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

健
全
な
森
林
は
、
雨
水
を
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
に
吸
収
し
て
一
時
的
に
蓄

え
、
徐
々
に
川
へ
送
り
出
す
こ
と

で
、
洪
水
の
緩
和
・
安
定
し
た
水
量

の
確
保
・
水
質
浄
化
の
機
能
を
発
揮

し
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
て
地
球
温

暖
化
の
抑
制
に
貢
献
す
る
な
ど
、
環

境
保
全
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
材
価
格
の
下
落
や
後

継
者
不
足
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
森

林
の
手
入
れ
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
森
林
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
木

を
有
効
に
利
用
し
、
森
と
人
を
育

て
、
林
業
の
再
生
と
持
続
的
な
発
展

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
木
材
を
活
用
し
、
新
た

な
可
能
性
を
引
き
出
す
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

◆
な
ぜ
木
材
を
使
用
す
る
の
か

　

市
で
は
、
今
後
広
く
市
民
が
利
用

す
る
公
共
建
築
物
を
整
備
す
る
場

合
、
一
部
を
除
き
木
造
化
（
も
し
く

は
内
装
な
ど
の
木
質
化
）
す
る
方
針

を
、
平
成
24
年
６
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
　

こ
の
方
針
で
は
、
公
共
建
築
物
に

加
え
、
公
共
施
設
に
係
る
工
作
物
や

市
が
使
用
す
る
備
品
・
消
耗
品
に
つ

い
て
も
、
可
能
な
限
り
木
材
利
用
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
お
い
て
も
、
こ
の
方
針

に
沿
っ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【『
市
民
　
ま
ち
　
未
来
』
が
見
え
る
　
新
城
型
庁
舎
】
の
完
成
に
向
け
て

ひ
　
と

TEL

契
約
検
査
課　
　
23
‐
7
6
１
4

問
本

◆
木
材
を
生
か
し
た
庁
舎

　

市
役
所
に
は
、
日
々
多
く
の
市
民

や
事
業
者
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
新
庁

舎
で
は
、
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
る

市
民
ス
ペ
ー
ス
や
外
装
な
ど
に
木
材

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
木
の
良
さ
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
、
P
R
の
場
と
な

る
よ
う
に
整
備
し
ま
す
。

◆
木
材
を
活
用
し
た
空
調
設
備

　

森
林
資
源
の
新
た
な
利
用
方
法
と

し
て
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し

た
空
調
設
備
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
と
は
、
間
伐
材
や

木
材
加
工
時
の
残
・
廃
材
を
細
か
く

砕
き
、
直
径
６
㎜
・
長
さ
３
㎝
程
度

の
筒
状
に
圧
縮
し
て
固
め
た
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
近
隣
自
治
体
で
生
産

さ
れ
、
地
域

の
森
林
資
源

を
無
駄
な
く

活
用
し
て
い

る
、
環
境
に

や
さ
し
い
地

産
地
消
の
燃

料
で
す
。

基本
理念

基本方針

①市民が集い市民自治の拠点となる庁舎

②環境首都新城を先導しアピールする、
　先進的な環境共生庁舎

③防災拠点としての安全・安心を確保し
　た人にやさしい庁舎

④地域経済活性化に貢献し、新城のまち
　と共に生きる、まちづくりの拠点庁舎

⑤後世に負担をかけない、機能的で経済
　的合理性に優れたスリムな庁舎

　
　
　
　
が
見
え
る
新
城
型
庁
舎

『
市
民
　
ま
ち
　
未
来
』

ひ  

と

新庁舎基本構想

今
回
は
こ
の
基
本
方
針
に
注
目

NEWS SPOT ニューススポット

木質ペレット

　
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
産
業
の

総
合
的
な
振
興
を
図
る
た
め
、
基
本

的
な
事
項
を
定
め
る
条
例
（
地
域
産

業
総
合
振
興
条
例
）の
策
定
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
審
議
す
る
、
条

例
審
議
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

公
募
人
数

２
人
（
う
ち
１
人
は
35
歳
以
下
）

任
期委

嘱
の
日
か
ら
条
例
策
定
日
（
平

成
27
年
８
月
を
予
定
）
ま
で

①
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方

②
地
域
の
産
業
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
で
、
平
日
開
催
す
る
会
議
に
出

席
で
き
る
方

③
市
議
会
議
員
お
よ
び
市
職
員
で
な

い
方

報
酬委

員
会
に
出
席
し
た
と
き
は
、
市

が
定
め
た
報
酬
を
支
給
し
ま
す
。

選
考
方
法

・
書
類
審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

・
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
決
定

後
、
速
や
か
に
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
選
考
結
果
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

商
工
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙

（
地
域
産
業
総
合
振
興
条
例
審
議

委
員
会
委
員
応
募
申
込
書
）、ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用

紙
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

事
項
お
よ
び
応
募
の
動
機
を
ご
記

入
の
上
、
商
工
課
へ
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
用
紙
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

３
月
10
日
㈪
〜
４
月
10
日
㈭
（
必

着
）

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所　
商
工
課

　
23
‐
１
１
２
３

shoukou@
city.shinshiro.lg.

jp

地
域
産
業
総
合
振
興
条
例
審
議
委
員
を

募
集
し
ま
す
！

軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
名
義
変
更
・

廃
車
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

TEL

商
工
課　
　

23
‐
7
6
3
4

問
申

本

応

対

FAX

em

TEL

税
務
課　
　
23
‐
7
6
1
5

問
本

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
軽
自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク

な
ど
を
所
有
す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
廃
車
、
譲
渡
、
盗
難
な
ど
に
よ

り
実
際
に
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合

な
ど
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
軽
自
動
車
税
に
は
月
割
課

税
制
度
が
な
い
た
め
、
年
度
途
中
で

廃
車
手
続
き
を
し
た
場
合
で
も
、
既

に
納
め
た
税
金
を
還
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

車　種

原動機付自転車
（排気量125cc以下）

軽二輪車
（排気量125cc超
250cc以下）

二輪の小型自動車
（排気量250cc超）

軽自動車（三輪・四輪）

本

鳳

作

税務課　　　　23‐7615
地域振興課　　32‐1983
地域振興課　　37‐2279

TEL

TEL

TEL

県軽自動車協会 豊橋支所
　0532‐34‐4601TEL

中部運輸局愛知運輸支局
豊橋自動車検査登録事務所
　050 - 5540‐2049TEL

軽自動車検査協会
愛知主管事務所豊橋支所
　0532 - 34‐3311TEL

小型特殊自動車
（農耕作業用・そのほか）

届出先

遮熱効果のある木製ルーバー

新城産材を生かしたカウンター（森林課）
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催
し・行
事

募
集観

来
館
（
鳳
来
寺
山　
表
参
道

入
口
）

休
館
日
は
月
曜
日
、
火
曜
日

　
　
市
民
自
治
推
進
課

　
　
　
23
‐
7
6
9
2

　
　
新
城
地
区
自
治
振
興
事
務
所

　
　
　
23
‐
7
6
9
3

　
　
鳳
来
地
区
自
治
振
興
事
務
所

　
　
　
32
‐
0
5
1
5

　
　
作
手
自
治
振
興
事
務
所

　
　
　
37
‐
2
2
8
0

　
平
成
25
年
度
に
事
業
を
実
施
し

た
団
体
に
よ
る
成
果
報
告
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
活
動
を
予
定
し
て
い

る
住
民
組
織
や
市
民
活
動
団
体
の

方
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
生
の
声
を

聞
き
、
つ
な
が
り
を
持
つ
絶
好
の

機
会
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
活
動
中
の
方
も
、

他
団
体
の
活
動
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

３
月
２
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

（
予
定
）

報
告
会
会
場
（
文
化
会
館
大
会

議
室
）

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
郷
土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

３
月
22
日
㈯　
午
後
２
時

設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
22
‐
０
６
７
３

資
料
館
学
芸
員　
湯
浅
大
司

長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
の
検
証

　
　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
臨
時
職
員
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
・
こ
ど
も
園
調
理
員
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教

諭
免
許
の
あ
る
方　
　
　

・
こ
ど
も
園
調
理
員
は
、
調
理
師

免
許
の
あ
る
方
、
ま
た
は
経
験

の
あ
る
方

必
要
書
類

・
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

・
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

成
果
報
告
展
示
会
場
（
文
化
会

館
３
０
２
講
習
室
・
３
０
４
会

議
室
）

成
果
報
告
を
全
１
１
９
団
体
の
う

ち
代
表
で
７
団
体
が
行
い
ま
す
。

※
各
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示
は
正
午

か
ら
開
催
し
ま
す
。

　
　
市
民
自
治
推
進
課

　
　
　
23
‐
7
6
9
2

　
　
　
23
‐
7
6
9
4

shim
injichi@

city.shinshiro.lg.jp

　
あ
な
た
の
身
近
な
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
応
援
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
全
域
ま
た

は
、
複
数
の
地
域
自
治
区
を
ま
た

ぐ
区
域
で
、
住
民
が
自
発
的
か
つ

主
体
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
行
う

公
益
性
の
あ
る
活
動
に
補
助
金
を

交
付
す
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
関
心
の
あ
る
団
体

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
域
活
動
交
付
金
の
事

前
相
談
は
各
自
治
振
興
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
予
算
が
議
決
さ
れ
な
け
れ
ば

　
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　
　
　
消
防
署
作
手
出
張
所

　
　
　
　
37
‐
2
4
6
6

「
新
し
く
な
っ
た
心
肺
蘇
生
法
」

　
１
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
た
め

に
、
心
肺
蘇
生
法
は
、
よ
り
有
効
に

よ
り
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
存
知
の
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
、
こ
の
機
会
に
新
し
い
救
命
処

置
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

３
月
２
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

消
防
署　
作
手
出
張
所
（
作
手

総
合
支
所　
東
側
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異

物
除
去
法

中
学
生
以
上

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

無
料

動
き
や
す
く
、
暖
か
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
き
ま
し
て

応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
そ

の
後
の
治
療
は
各
自
で
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
25
年
度
め
ざ
せ
明
日
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
・

地
域
活
動
交
付
金
の
成
果
報
告
会

募
集

催
し・行
事

（コメダ珈琲 隣）
新城市片山 バイパス沿い

卒業式、卒園式に…
礼服祭春

の
春
の

募
集
募
集

そ
の
ほ
か

そ
の
ほ
か

手
当
て

手
当
て
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各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

遺言／相続／後見

補助金／法人設立契約／許認可／入国管理

新城駅すぐ、初回相談無料
「音の出る遺書」　ハッピーエンディングメロディー　2月好評発売

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

催
し・行
事

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

郷
土
研
究
会
月
例
会

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

臨
時
職
員
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
・
こ
ど
も
園
調
理
員
）
募
集

問
本

TEL

問
申

本

問
申

消

TEL

問
本鳳作

TEL

「
平
成
26
年
度
め
ざ
せ
明
日
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
」
の

事
前
相
談
を
行
い
ま
す

問
本

TELFAX

TELTELTEL

TEL
時所

時所

内講内

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
2

「
三
河
芭
蕉
会
　
芭
蕉
句
碑
の
写

真
・
拓
本
展
」

　
鳳
来
寺
山
表
参
道
に
建
て
ら
れ

て
い
る
芭
蕉
句
碑
の
写
真
と
昭
和

初
期
の
拓
本
を
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
新
城
の
俳
人
太
田
白
雪
の
句

碑
写
真
と
関
連
資
料
を
展
示
し
ま

す
。
　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

観
来
館
３
月
の
展
示

み 

に   

こ 

ん   

か 

ん

問
鳳

TEL

時

お 

お  

た    

は 

く 

せ 

つ

  

ゆ  

あ 

さ  

だ 

い  

じ

em

TEL

時内 所他 対

対

定￥持

募
集

所他

　
　
都
市
計
画
課

　
　
　
23
‐
7
6
4
0

　
新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
、
新
桜
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
30
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
（
雨
天

中
止
） 

新
桜
通
り
（
県
新
城
設
楽
総
合

庁
舎
西
側
道
路
）

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
よ
さ
こ
い
踊

り
の
ほ
か
、
も
ち
投
げ
な
ど
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
桜

通
り
を
竹
の
灯
篭
で
照
ら
す

「
花
灯
路
」
を
フ
ェ
ス
タ
開
催

１
週
間
前
か
ら
行
い
ま
す
。
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
ロ
ウ
ソ

ク
の
あ
か
り
に
揺
ら
め
く
陽
光

桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主
催　新

町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

新
桜
通
り
ふ
ぇ
す
た

問
本

TEL

時内 所他

は 

な 

と 

う 

ろ 

う

よ 

う 

こ 

う

ざ
く
ら

AED

再発見！

94

　
足
元
の
大
地
に
親
し
み
、
そ

の
成
り
立
ち
を
知
り
、
地
球
の

働
き
を
実
感
す
る
場
所
、
大
地

と
人
の
つ
な
が
り
に
気
づ
く
場

所
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
地
域

独
自
の
文
化
や
伝
統
は
、
地
域

の
自
然
と
風
土
に
根
ざ
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
土
台
に

あ
る
の
が
地
形
と
地
質
で
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
東
三
河
地

方
は
、
日
本
最
長
の
断
層
帯
で

あ
る
中
央
構
造
線
が
貫
き
、
西

南
日
本
を
二
分
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
城
を
は
じ
め
奥

三
河
地
方
に
は
設
楽
層
群
と
呼

ば
れ
る
、
約
千
七
百
万
年
前
の

海
成
層
と
千
五
百
万
年
前
に
活

動
し
た
火
山
岩
類
が
分
布
し
、

地
形
や
地
質
を
よ
り
変
化
に
富

ん
だ
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
眺
め
て
い

た
山
や
川
な
ど
の
ふ
る
さ
と
の

大
地
が
、
地
球
規
模
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
活
動
で
形
作
ら
れ
た

こ
と
を
知
る
と
、
目
の
前
の
景

色
が
違
っ
て
見
え
て
く
る
は
ず

で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
大
地
に
根
ざ

し
た
文
化
や
伝
統
に
つ
い
て
も

学
び
、
地
域
の
価
値
に
気
づ
い

て
、
多
く
の
人
に
そ
の
魅
力
を

伝
え
、
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
で
す
。

　
本
市
に
は
国
指
定
天
然
記
念

物
が
６
カ
所
、
県
指
定
は
５
カ

所
あ
り
、
国
内
で
も
有
数
の
地

域
で
す
。
日
本
の
百
選
に
も
数

多
く
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

り
、
気
づ
か
ず
に
埋
も
れ
て
い

た
り
す
る
地
域
の
自
然
や
文
化

に
光
を
あ

て
る
こ
と

に
よ
っ

て
、
輝
き

だ
す
宝
の

資
源
が
新

城
に
は
た

く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

ジ
オ
パ
ー
ク
と
新
城
の
自
然

文
化
課

　
23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

　
2
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）
吉
川
の
鈴
木
宇
良
安　
（
正
）
塩
沢
の
鈴
木
宇
良
安

お
詫
び
と

訂
正

遺言・遺産分割協議書　お任せ下さい!



鳳来ゆ～ゆ～ありいな 〒441－1605　新城市能登瀬字壱輪23-1
☎（0536）32-2212　　ホームページ　http://www.sanyurin.jp/yuyu

3月3日～7日まで施設メンテナンスのため休館させていただきます。
詳しくは、鳳来ゆ～ゆ～ありいなまで

そ
の
ほ
か

　
　
観
光
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
5

　
　
市
観
光
協
会

　
　
　
32
‐
0
0
2
2

　

戦
国
時
代
の
武
将
や
姫
に
な
り

き
っ
て
、
長
篠
合
戦
を
体
感
し
ま

せ
ん
か
。

５
月
５
日
㈷

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
１
時

鳳
来
総
合
支
所
か
ら
長
篠
城
址

長
篠
合
戦
に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦

国
武
将
と
姫
に
扮
し
、
鳳
来
総

合
支
所
か
ら
長
篠
城
址
ま
で
の

約
２
㎞
を
歩
き
、
長
篠
城
址
で

の
式
典
・
撮
影
会
に
出
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
鎧
や

着
物
の
重
さ
約
10
㎏
を
身
に
付

け
ま
す
）

・
４
月
１
日
㈫
時
点
で
中
学
生
以

上
の
方

・
４
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か

ら
行
う
事
前
説
明
会
に
出
席
で

き
る
方

一
人　
７
，
０
０
０
円

※
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
１
冊
、
保
険

料
、
昼
食
代
、
衣
装
代
を
含
み

ま
す
。

市
観
光
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
た
め
、
初
め
て
の
方
を
優

先
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
月
14
日
㈮

　
　
福
祉
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
4

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　

市
障
害
者
手
当
（
平
成
25
年
12

〜
３
月
分
）
を
、
３
月
31
日
㈪
に

振
り
込
み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
振
込
口
座
へ
の
入
金
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
福

そ
の
ほ
か

募
集

手
当
て

手
当
て

募
集

手
当
て

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
当
て

催
し・行
事

催
し・行
事

そ
の
ほ
か

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

募
集

そ
の
ほ
か
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募
集

催
し・行
事

催
し・行
事

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

佐野事務所
新城市字八幡15-14

☎0536-22-2233市役所西400m・法務局西隣

登記 相続

司 法 書 士
土地家屋調査士
行 政 書 士

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

東
浦
町
「
於
大
ま
つ
り
」

見
学
者
募
集

　
　
市
民
病
院
総
務
企
画
課

　
　
　
23
‐
7
8
5
2

　

看
護
師
の
資
格
を
有
し
な
が

ら
、
就
職
を
し
て
い
な
い
方
を
対

象
に
第
4
回
復
職
支
援
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

　
看
護
の
仕
事
に
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

り
復
職
へ
の
不
安
を
お
持
ち
の

方
、
こ
の
機
会
に
研
修
を
受
け

て
、
看
護
師
資
格
を
も
う
一
度
生

か
し
ま
せ
ん
か
。

３
月
11
日
㈫

市
民
病
院

・
講
義

「
最
近
の
看
護
の
動
向
」「
医
療
事

故
防
止
・
感
染
対
策
に
つ
い
て
」

・
演
習

「
看
護
技
術
演
習
（
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
測
定
・
採
血
・
注
射
な
ど
）」

・
病
院
実
習
と
演
習

「
救
命
蘇
生
」
な
ど

市
民
病
院
看
護
師

看
護
師
・
准
看
護
師
の
資
格
を

持
ち
、
現
在
未
就
業
で
、
新

城
・
北
設
楽
地
域
で
の
再
就
職

を
希
望
す
る
方

無
料

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

後
援新

城
医
師
会
、
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー

　
　
　
企
画
課
　
　
23
‐
7
6
2
1

　
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
知
多
郡
東

浦
町
「
於
大
ま
つ
り
」
を
見
学
し
、

東
浦
の
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

４
月
19
日
㈯

午
前
８
時　
鳳
来
総
合
支
所
発

（
市
役
所
本
庁
舎
経
由
）

午
後
５
時　
帰
着
予
定

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

東
浦
町
於
大
公
園
・
於
大
の
み

ち
・
乾
坤
院
一
帯

市
内
在
住
の
方

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

無
料
（
昼
食
は
各
自
）

は
が
き
に
希
望
者
全
員
（
４
人

ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、年
齢
、
電
話
番
号
、
代

表
者
に
◎
印
を
記
入
し
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
結
果
は
代
表
者

に
通
知
し
ま
す
。

郵
送
先

〒
４
４
１‐

１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所　
企
画
課

３
月
20
日
㈭
必
着

（
カ
タ
ツ
ム
リ
）、ク
モ
類
、
多

足
類
、
昆
虫
類
、
魚
類
、
鳥

類
、
両
生
類
、
は
虫
類
、
ほ
乳

類
に
つ
い
て
解
説
。

○
B
５
判
、
３
５
５
ペ
ー
ジ
、
全

カ
ラ
ー

○
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
編

　
集
・
発
行

○
販
売
価
格

①
開
館
五
十
周
年
記
念
特
別
価
格

２
，
５
０
０
円
（
３
月
31
日
ま

で
）

②
通
常
販
売
価
格
・
３
，
０
０
０

円
（
４
月
１
日
か
ら
）

○
取
り
扱
い
所

・
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

・
設
楽
原
歴
史
資
料
館

・
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

・
作
手
歴
史
民
俗
資
料
館

・
文
化
課

　
　
防
災
安
全
課

　
　
　
23
‐
7
6
6
0

　
「
交
通
安
全
は
全
市
民
の
願
い
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
や
ご
家

族
が
、
い
つ
交
通

事
故
に
遭
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
わ
ず
か
な

掛
け
金（
一
人
年

額
３
６
０
円
）
で

助
け
合
う
交
通
災

害
共
済
へ
の
加
入

を
お
勧
め
し
ま
す
。

共
済
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

加
入
対
象

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き

市
役
所
か
ら
配
布
し
た
加
入
申

込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
け
金
を
添
え
て
市
内
の
金
融

機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
区
・
組
単
位
で
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す

の
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
入
申
込
書
が
届
か
な

い
方
は
、
防
災
安
全
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
申

TEL

時所内

時所￥応

講￥応〆

〆

対

対定

手
当

看
護
師
復
職
支
援
研
修

そ
の
ほ
か

祉
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
23
‐
7
6
2
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
37
‐
2
2
7
9

　

市
遺
児
手
当
（
平
成
25
年
12
〜

３
月
分
）
を
、
３
月
31
日
㈪
に
振

り
込
み
ま
す
。
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
振
込
口
座
へ
の
入
金
を
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
こ

ど
も
未
来
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
35
‐
1
0
0
1

新
城
初
の
自
然
誌
発
刊
！

　
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
新
城
の

生
き
物
た
ち
の
記
録
で
す
。

●
内
容

市
内
に
生
息
す
る
軟
体
動
物

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

「
合
戦
行
列
出
演
者
」
募
集

TELTEL

鳳

問
申

本

TEL

新
城
市
の
自
然
誌

―
昆
虫
・
動
物
編
―

問
TEL

け 

ん 

こ 

ん 

い 

ん

問
申時所

〆 ￥

対

応

内

市
障
害
者
手
当
の
振
り
込
み

TELTELTEL

問
本鳳作

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

TELTELTEL

問
本

TEL

問
本

鳳作

「
新
城
北
設
楽
交
通
災
害

共
済
」
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

よ
ろ
い

　
　
観
光
課

　
　
　
32
‐
1
9
8
5

　
　
東
三
河
広
域
観
光
協
議
会

　
　
　
0
5
3
2
‐
54
‐
1
4
8
4

　
東
三
河
の
山
々
を
巡
る
「
ほ
の

国
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
」。

今
回
は
、
作
手
地
区
に
あ
る
竜
頭

山
に
登
り
ま
す
。

３
月
21
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

旧
鳴
沢
苑
駐
車
場
（
作
手
守
義

地
内
）

標
高
７
５
２
．
３
ｍ
の
竜
頭
山

に
登
り
ま
す
。
距
離
約
７
㎞
、

所
要
時
間
４
時
間
30
分
。
健
脚

向
け
の
コ
ー
ス
で
す
。

１
０
０
円
（
保
険
代
）

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
東

三
河
広
域
観
光
協
議
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

３
月
11
日
㈫

登
山
靴
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、

帽
子
な
ど
登
山
に
適
し
た
装
備

で
、
弁
当
を
持
参
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

ほ
の
国
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
リ
ー
ズ
第
４
弾

竜
頭
山
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

り
ゅ
う  

ず    

さ 

ん

　
　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
24
‐
0
0
0
1

　
　
　
22
‐
1
1
1
2

joho-center@
city.shinshiro.lg.jp

　
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み
よ
う
と

し
て
い
る
方
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン

を
触
る
方
を
対
象
に
、
電
源
の
入

れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文
字

入
力
な
ど
を
や
さ
し
く
、
丁
寧
に

お
教
え
し
ま
す
。

３
月
15
日
㈯　
　
　
　

午
前
９
時
15
分
〜
正
午

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

12
人

※

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
行
い
ま
す
。

無
料 

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

〒
４
４
１‐

１
３
７
４

新
城
市
字
町
並
３
０
４‐

４

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

３
月
６
日
㈭

em 申
問

TELFAX

時所対定￥応〆

時集内〆持 ￥応 問
鳳

TELTEL
問
申

日頃のご愛顧に感謝の気持ちをこめて!!

全館無料サービス（浴場大人のみ入湯税150円）
健康講座、名産品販売などイベント盛りだくさん

ありいな感謝デー 3/2㈰
9:00～ありいな感謝デー 3/2㈰
9:00～ありいな感謝デー 3/2㈰
9:00～
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旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

今月の旬な食材

食育推進キャラクター「こめのすけ」
　リーダー。休日はメダカを眺めて
暮らしているが、米寿まで生きる。

　品種は10種類ほど栽培されて
いま

すが、ミネアサヒ、あいちのかお
り、

コシヒカリが80％を占めています
。

☆作り方☆
①コーンは缶汁と実を分ける。缶汁と水を合わせ
２カップにして、昆布と共に30分以上おく。

②枝豆は、さやを取っておく。
③①に酒、塩を加えて混ぜて、米の上にコーンを
乗せ炊く。

④炊きあがったら枝豆を加え軽くまぜ出来上が
り。

レシピ：農村輝きネット・しんしろ

☆材料☆ （４人分）

米
コーン缶ホール
昆布

……………２カップ
…100g

………………５cm

ゆで枝豆
酒
塩

…………100g
……………大さじ２
……………小さじ１

皆さんからの情報をお待ちしています。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。

秘書広報課  　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

問 本

em

TEL

　新城英語道場とは、「英語で新城を案内しなが
ら、新城の新しい魅力を発見していこう！」とい
う企画です。豊橋技科大の留学生と一緒にいろい
ろな体験を通して【使える英語】【伝わる楽しさ】
を肌で感じてみませんか？
　３月は生活学校の皆さんに、布ぞうりの作り方
を教わります。そのあと、川売へ梅を見に行きま
す。夏に向けて自分だけの一足を作りませんか？
３月16日㈰　午前10時
西部公民館（布ぞうり作り）
市役所仮庁舎前の駐車場に午前９時50分
10人
650円　会員でない方1,150円
（ランチ代込み）
電話またはEメールで
お申し込みください。
siea@tees.jp

市国際交流協会　　23‐7783問 TEL

時

集

所

￥

定

応

em

春の市民茶会
３月16日㈰　午前10時～午後３時
文化会館　
301講習室　宗徧吉田流
和室　裏千家
お茶券二席　800円
当日券一席　500円
（券取り扱い　茶華友の会
今泉　23‐3266）

いけばな諸流展
３月15日㈯　午前９時～午後５時
３月16日㈰　午前９時～午後４時
文化会館展示室
無料

　今年も春のひとときを、お茶やお
花で季節を感じてください。

TEL市文化協会　　23‐7656問

時

時

所

所

￥

￥

TEL



ecoとぴっくすエ コ
Topics環境課  　　　23‐7677／　 23‐8388

生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAX

FAXTEL

TEL

問申 本
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今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
や
事
業
所
の
方
々
が
自
ら
企
画
・

実
施
し
た
「
第
２
回
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

タ
」。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
「
ポ
イ

捨
て
ご
み
」
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

61
行
政
区
８
事
業
所
が
参
加

　
市
か
ら
実
施
を
お
願
い
し
た
昨
年
10

月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
清
掃
活

動
実
績
は
、
下
表
の
通
り
で
し
た
。

　
参
加
し
た
行
政
区
は
、
61
行
政
区
、

参
加
者
は
３
，
５
１
０
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
事
業
所
や
各
種
団
体

か
ら
も
８
団
体
、
４
０
９
人
の
ご
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
昨
年
度
の
約
２・２

倍
の
３
，
９
１
９
人
で
し
た
。

「
ポ
イ
捨
て
ご
み
」
な
ど
約
５
ｔ
を
回
収

　
回
収
し
て
い
た
だ
い
た
ポ
イ
捨
て
ご

み
の
量
は
、「
可
燃
ご
み
」
が
回
収
用

袋
で
９
５
０
袋
、「
不
燃
ご
み
」
が
同

じ
く
５
５
０
袋
あ
り
ま
し
た
。
重
量
に

換
算
す
る
と
、
約
４
ｔ
の
ご
み
量
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
間
地
域
や
空
き
地
に
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
た
粗
大
ご
み
（
洗
濯

機
、
自
転
車
、
タ
イ
ヤ
な
ど
）
も
約
１

ｔ
回
収
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
回
収
量
は
、
平
成
24
年
度
の

第
２
回
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
の
回
収
量

１・５
ｔ
を
３・５
ｔ
ほ
ど
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
清
掃
活
動
を
目
指
し
て

　
市
と
し
て
は
、
今
回
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ク
リ
ー
ン
フ
ェ

ス
タ
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、「
ほ
の
か
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

　
除
湿
乾
燥
器
（
タ
イ
ガ
ー
製
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
木
製
つ
い
立
て

・
子
ど
も
服
（
男
児
用
）

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
②

氏
名
③
電
話
番
号
④
品
名
と
特

徴
を
生
活
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

22
‐
0
5
2
1

22
‐
0
5
5
4

clean-center@
city.shinshiro.lg.jp

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

新
城
市
役
所　
生
活
衛
生
課

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル 

↓ 

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

emhp TELFAX

市民約4,000人が参加!
第2回クリーンフェスタ2013実績報告

市民約4,000人が参加!
第2回クリーンフェスタ2013実績報告

市民約4,000人が参加!
第2回クリーンフェスタ2013実績報告

「
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
概
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

普
及
促
進
に
向
け
て
」

平
成
25
年
度　

第
４
回
市
民
環
境
講
座

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

産
業
・
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ　
主
任
研
究
員　
佐
々
木
雅
一

　
今
回
は
、
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
小
型
家
電
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
制
度
に
つ
い
て
講
師
を
お
迎
え
し
て
環
境
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
生
活
環
境
委
員
の
皆
さ
ん
や
地
域
で
資
源
回
収
活
動
の
担
当
を
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※年末年始期間だけの取り組みで、２Lのペットボトル
73,629本分の二酸化炭素量を削減した結果となりました。

【算定方法】CO2１㎏=540L（20℃）
　　　　　 272.7㎏×540L÷2L=73,629本

「
年
末
年
始
コ
ン
セ
ン
ト
オ
フ

運
動
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

微
小
粒
子
状
物
質(

Ｐ
Ｍ
２・５)

に
係
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て

〜
ム
ダ
な
電
気
は
元
か
ら
断
と
う
〜

　
コ
ン
セ
ン
ト
に
挿
し
て
い
る
電
気
機

器
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
間
も
ス

イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
す
ぐ
に
使
え
る
よ

う
、
常
に
少
量
の
電
力
を
消
費
し
て
い

ま
す
。
こ
の
待
機
時
消
費
電
力
は
、
一

般
家
庭
で
使
う
年
間
電
力
の
約
６
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
休
暇
が
続
い
た
年
末
年
始

期
間
中
に
、
市
役
所
を
は
じ
め
市
内
７

事
業
者
と
協
力
し
、
身
近
な
省
エ
ネ
や

温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
な
が
る
、
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
（
オ
フ
す
る
）
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

な
お
、
協
力
事
業
者
名
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

〜
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は

　

と
て
も
小
さ
な
粒
子
で
す
〜

　
冬
季
か
ら
春
季
に
か
け
て
は
、
Ｐ
Ｍ

２・５
の
濃
度
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
喚
起
情
報
発
令
の

際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

注
意
喚
起
情
報
は
、
尾
張
、
西
三

河
、
東
三
河
の
３
区
域
ご
と
に
発
令
さ

れ
、
本
市
は
東
三
河
区
域
で
す
。

　
ま
た
、
日
平
均
値
が
70
㎍
／
㎥
を
超

過
す
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発
令
さ

れ
ま
す
。

発
令
さ
れ
た
と
き
の
注
意
事
項

●
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

●
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
窓
の
開
閉
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
す
る
場
合
は
、
目
の
細
か
い
高

機
能
性
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患
の
あ

る
方
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
高
齢

者
の
方
は
、
体
調
に
応
じ
て
、
よ

り
慎
重
に
行
動
す
る
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

年末年始コンセントオフ運動の結果

項　目

節約した電力量

削減した二酸化炭素の量

電気代に換算した節約額

ガソリン換算量

528.4kWh

272.7kg-CO2

9,009円

117L

市役所と市内協力
７事業者の合計

３
月
21
日
㈷　
午
後
２
時
〜
４
時

文
化
会
館　
３
０
１
講
習
室

60
人
（
事
前
の
申
込
順
）

無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
）

聴
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
な
ど
を
生
活

衛
生
課
へ
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地　

新
城
市
役
所　
生
活
衛
生
課

　
23
‐
７
６
２
９

　
22
‐
０
５
５
４

clean-center@
city.shinshiro.lg.jp

時所定￥応em
TELFAX

■小型家電リサイクルに係る実績
・平成25年度小型電子機器等リサイクルシステム構築実証事業運営業務
　（名古屋市・豊橋市を始め県下7市町、そのほか中部各県の6市町で実施）
・平成25年度使用済小型電子機器等リサイクル普及促進業務

1969年　東京都中央区生まれ
1995年　豊橋技術科学大学大学院建設工学専攻修了
1996年　(株)東海総合研究所へ研究員として入社
2002年　(株)UFJ総合研究所（社名変更）
2006年　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング(株)へ
　　　　社名変更。同主任研究員となり現在に至る。

佐々木雅一氏のプロフィール
さ 　さ 　き  ま さ か ず

▲回収された「ポイ捨てごみ」や
　タイヤなど（富岡ふるさと会館にて）

◀歩道の清掃活動をする
　トンボ鉛筆新城工場の皆さん

平成25年度 第2回クリーンフェスタ実績

参加団体数
（行政区・団体）

地区名

新城地区

鳳来地区

作手地区

企業・団体

合  計

参加人数

2,092人

1,107人

311人

409人

3,919人

33

16

12

8

69
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　新年恒例の消防出初式が桜淵いこいの広場で行わ
れ、消防署、消防団、女性防火クラブ、千郷中学校少
年消防クラブなど540人が参加しました。階梯操法
や参加機関の分列行進は、とても勇敢でした。

　３月１日㈯から７日㈮までの一週間、春の火災
予防運動が実施されます。
　この季節は、空気が大変乾燥し、山火事などが
発生しやすい時季です。防火意識を高め、火災の
ないまちづくりを目指しましょう。
・火入れやたき火を行う時は、必ず水バケツなど
の消火器具を準備し、火から目を離さない。

・風の強い日は、外での火の取り扱いをしない。
・たばこの吸殻などは投げ捨てず、携帯灰皿を使
用し、必ず火を消す。

・火遊びは、しない、させない。

新城市消防出初式
１月12日㈰

１月12日㈰

「消すまでは 心の警報 ONのまま」

　文化会館大ホールで成人式が行われ、548
人の新成人が決意を新たにしました。式典で
は、昨年度の新成人代表から「二十歳の灯」が
受け継がれました。また、中学校時代のスライ
ドが上映されると、久しぶりに出会った同級生
と思い出話に花を咲かせている様子でした。

祝！ 548人の新成人！

１月19日㈰

　県内外から集まった2,801人が、寒さにも負けず健脚を競い合いました。競技では、健康ジョギング
から年齢別10キロまで31部門に分かれ、幅広い年齢層のランナーが力走しました。

新城マラソン 2,801人のランナーが力走

階梯操法

分列行進

千郷中学校少年消防クラブによる放水訓練

ともしび



 

新
城
中
学
校
が
あ
る
場
所
は
、
か
つ

て
新
城
高
等
女
学
校
が
あ
っ
た
跡
地
で

す
。
昭
和
23
年
、
女
学
校
は
現
在
の
新

城
高
校
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
舎
を
は

じ
め
そ
の
当
時
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
た
と
え
ば
、
茶
室
で
は
茶
道
が
行
わ

れ
、
以
前
は
文
化
祭
で
地
域
の
方
に
振

る
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
茶
室
の
前
に
は

小
さ
な
池
が
あ
り
、
上
か
ら
見
る
と
池

の
形
が
〝
心
〞

に
見
え
る
た

め
、「
心
字

池
」
と
名
付
け

ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
横
に

は
、
女
学
校
時

代
の
旧
校
舎
が

あ
り
、
一
部
の

窓
ガ
ラ
ス
は

〝
高
女
〞
と
書

か
れ
た
ま
ま
で

す
。
今
で
は
、

「
ま
ち
な
か
博

物
館
」
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
館
内
に
は
、
明
治
時
代
か
ら
伝

わ
る
農
村
民
具
が
展
示
さ
れ
、
ど
こ
か

懐
か
し
い
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
戦
中
学
徒
動
員
で
豊
川

海
軍
工
廠
へ
出
陣
し
た
記
念
も
敷
地
に

残
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
文
化
・
歴
史

の
中
に
学
校
が

あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
校
内
に
は

「
万
葉
の
小

径
」
と
珍
し
い

名
の
庭
園
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ

に
植
え
ら
れ
て

い
る
草
木
や
花

は
万
葉
集
に
詠

わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
植
物
に
は
説
明
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

我
ら
が
母
校
再
発
見

〜
校
歌
を
聴
い
て
あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
〜

最終回 校歌をめぐる物語この連載は、市民編集委員が取材しました。

沿
革

　
昭
和
22
年
新
学
制
六
、
三
制
施
行
に

よ
っ
て
、
新
城
町
立
新
城
中
学
校
と
し

て
、
新
城
小
学
校
の
北
校
舎
を
活
用
し

て
開
校
。
昭
和
33
年
、
市
制
施
行
と
同

時
に
舟
着
中
学
校
と
統
合
し
た
。

校
章

　
新
城
城
主
菅
沼
家
の
家
紋
「
三
釘

貫
」、三
本
の
線
は
「
三
河
と
豊
川
」

を
象
徴
し
、
中
央
に
「
中
学
」
の
隷
書

体
を
図
案
化
し
た
。

学
校
の
概
要

学年別生徒数今昔
学年
昭和33年
平成25年

1年
229人
87人

2年
291人
83人

3年
321人
81人

計
841人
251人

新
城
中
学
校

新
城
中
学
校
　
校
歌

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
三
木
甫
水

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
紙
　
恭
輔

一
．
見
よ
雁
峯
の
峰
そ
め
て

昇
る
朝
日
を
仰
ぎ
つ
つ

真
理
の
道
を
　
究
め
ん
と

知
徳
を
磨
き
　
身
を
鍛
た
う

学
徒
わ
れ
ら
に
　
希
望
あ
り

誇
れ
　
誇
れ
　
新
城
中
学
校

二
．
聞
け
豊
川
の
小
波
が

愛
と
自
由
を
呼
び
と
こ
ろ

か
が
や
く
　
民
主
教
育
の

理
想
か
ざ
し
て
　
は
げ
み
ゆ
く

学
徒
わ
れ
ら
に
　
光
あ
り

挙
れ
　
挙
れ
　
新
城
中
学
校

三
．
あ
あ
玲
瓏
と
四
方
開
く

桜
ヶ
丘
に
そ
び
え
建
つ

学
び
の
園
に
　
明
日
を
負
う

文
化
に
培
う
　
眉
若
き

学
徒
わ
れ
ら
に
　
行
く
手
あ
り

謳
え
　
謳
え
　
新
城
中
学
校

文
化
・
歴
史
の
中
に

校
歌
を
大
切
に

文
通
で
東
北
と
の
交
流

黙
想
の
時
間

も
く 

そ
う

2014.3広報しんしろ 20広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro21 2014.3広報しんしろ

広報しんしろ

Public Relations
Magazine
of Shinshiro

編
集
後
記

　「
我
ら
が
母
校
再
発
見
」
シ
リ
ー

ズ
、
最
後
の
中
学
校
、
新
城
中
学
校
を

取
材
し
ま
し
た
。
市
の
中
心
部
に
あ
る

当
校
は
、
昭
和
33
年
当
時
、
生
徒
数

8
0
0
人
を
超
す
市
内
最
大
の
学
校
で

し
た
。
時
代
の
変
遷
と
郊
外
へ
の
人
口

移
動
に
よ
り
、
最
近
は
生
徒
数
2
5
0

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
新
城
小

学
校
の
校
舎
の
一
部
を
利
用
し
て
創
立

さ
れ
、
の
ち
に
新
城
高
等
女
学
校
の
跡

地
に
移
転
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

女
学
校
時
代
の
校
舎
の
一
部
が
「
ま
ち

な
か
博
物
館
」
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
っ

て
お
り
、
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。
多
く

の
見
学
者
が
訪
れ
る
こ
と
も
聞
き
、
私

自
身
も
新
発
見
で
し
た
。
校
内
に
は

「
万
葉
の
小
径
」
と
呼
ば
れ
る
庭
園
が

あ
り
草
木
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
横
に

は
、
生
徒
の
手
作
り
の
鉢
植
え
が
多
数

並
ん
で
い
ま
し
た
。
植
物
、
自
然
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　
最
近
で
は
生
徒
の
有
志
が
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
、
南
三
陸
町
と
の
交
流

を
す
る
な
ど
、
人
を
思
い
や
る
心
の
育

成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し

ま
し
た
。

　
校
歌
の
一
部
に
「
知
徳
を
磨
き
身
を

鍛
た
う
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
新
城
中
学
校
の
教
育
理
念
で
あ

り
、
目
指
す
精
神
が
全
て
歌
詞
の
中
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
校
歌
は
、
開
校
50
周
年
の
時

に
編
曲
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
4
部

合
唱
と
な
り
、
生
徒
の
希
望
で
歌
う
パ

ー
ト
が
決
め
ら
れ
、
他
校
に
は
珍
し
い

合
唱
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
合
唱

す
る
に
は
と
て
も
難
し
い
よ
う
で
す

が
、
生
徒
た
ち
は
上
手
く
歌
え
る
よ
う

毎
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
学
区
内
に
は
富
永
神
社
・
八
幡
神
社

が
あ
り
、
祭
り
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

伝
統
が
地
域
の

中
に
根
付
い
て

い
ま
す
。

　
平
成
の
初

め
、
県
が
主
催

す
る
武
道
の
研

究
発
表
を
行
っ

た
こ
と
も
あ

り
、
武
道
の
精

神
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
始
業
式

や
終
業
式
な
ど
に
は
剣
道
部
主
将
の
か

け
声
で
黙
想
を
し
て
い
ま
す
。
教
師
、

生
徒
が
一
斉
に
体
育
館
に
正
座
し
、
目

を
つ
ぶ
り
、
自
分
を
振
り
返
り
ま
す
。

進
路
、
友
だ
ち
、
部
活
動
の
こ
と
な

ど
、
自
分
自
身
と
対
話
を
す
る
貴
重
な

時
間
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
昨
年
か
ら
、
有
志
生
徒
10
人
が
宮
城

県
南
三
陸
町
と
の
交
流
を
始
め
ま
し

た
。
一
人
暮
ら
し
や
避
難
所
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
と
文
通
し
、
話
し
相
手
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
地
へ
行
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
中

学
生
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
始

め
ま
し
た
。

　
こ
の
文
通
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
を

励
ま
す
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
人
を
思

い
や
る
心
が
育
ま
れ
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。 ●

新城
中学校

301301

中町

豊川

●

●

●

●

●

●

新城
小学校

新城文化会館

新城図書館

新城
市役所 新城

高校

桜淵
自然公園

新城

鈴木信行

今号をもちまして、全小・中学校の紹介を終えます。ご愛読ありがとうございました。
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